
 

 

 

 

 

① 新大分スタンダードに基づく授業改善と「あきらめない指導」の徹底 

② 週３回の「スキルタイム」における基礎訓練と活用問題への対応 

③ 週１回の地域ボランティアによる読み聞かせ（読書へのいざない） 

 

 

①  あたりまえをあたりまえに【凡事徹底のすすめ】 

○ 新大分スタンダードに基づく一単位時間の学習過程（「めあて→課題→まとめ→振り返り」）

の統一。「めあて」と「振り返り」、「課題」と「まとめ」がそれぞれ連動し整合性のある授

業づくり。 
○ 国語科を中心とした単元構想に基づく授業づくり。示されたゴールに向かうために児童と

ともに作る学習計画（単元計画）。 
○ 一時間一時間を大切にした「あきらめない指導」の徹底。（特に、国語科においては、単元

における本時の位置づけを確認し「めあて」につなぐ。） 
○ 上記３点を「あたりまえ」とし、「あたりまえのことをあたりまえにする」を合言葉に、日々

の授業を構築。 

②  弱点補強の「スキルタイム」【１５分間で自分を変える】 

○ 算数科における基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るためのプリント学習。今年度２

学期からは、佐伯市が提供する問題データベースを活用。 
○ 情報の取り出しと要約、条件に沿って自分の考えを書く活動等、自校の課題克服のための

スキルアップタイム。 

③  家庭学習は親子の共同作業【家庭学習の４原則】 

○ 「家庭学習のきまり４原則」（児童）と「家庭での協力４原則」（保護者）に則った取組。

決まった時間に、決まった場所で、テレビを消して、＜１０分×学年＋１０分＞の学習。 
○ 月１回の「家庭学習見直し習慣」による親子共同点検作業。 

④  地域ボランティアによる読み聞かせ～読書へのいざない【読書量が学力を左右する】 

○ 木曜日の朝は地域ボランティア「めだか文庫」さんによる読み聞かせタイム。エプロンシ

アターなども取り入れながら本の魅力を紹介。 

佐伯市立木立小学校 

効果のある取組事例 

学力向上プランの概要 



「家庭学習の取り組み」のすすめ
佐伯市立木立小学校

○お子さんに向けての「家庭学習のきまり」です。

１、家庭学習のきまり ４原則
か て い が く し ゆ う げ ん そ く

（１）決めた時間に学習します。

（２）決まった場所で学習します。

（３）ながら勉強をせず学習します。

（４）「家庭学習の手引き」を参考に学習します。

（１）時 間 （２）場 所

○お子さんが決めた学習時間を守ります。 ○落ち着いた場所で学習をします。

（３）ながら勉強 （４）家庭学習の手引き

○「テレビを見ながら」 ○「学習学習の手引き」を参考に学習をします。
「お菓子を食べながら」…などの
ながら勉強はしません。 ○「学習学習の手引き」は、いつも見える場所

に置きます。

＜学年の学習の時間のめやす＞

１０分 × 学年 ＋ １０分

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

２０分 ３０分 ４０分 ５０分 ６０分 ７０分

（毎日）○音読 ○日記 ○宿題（ドリル・自学を含む） ○読書（早く終わった人）

（休日）○読書（３日間で３０分以上）



２ 家庭での協力 ４原則

（１）学ぶ雰囲気を作る。

（２）生活リズムを整える。

（３）お子さんとの対話を楽しむ。

（４）努力を認め，励まし，やる気を出させる。

（１）雰囲気作り （２）生活リズム

○親子で読書をする時間を設けます。 ○連絡帳をきちんと確認させ，忘れ物がない
ように声かけをします。

○学習時間になったら，テレビを消し，静かな
雰囲気の中で学習する環境を整えます。 ○「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣を整えます。

○辞書などを手元に置き，自分で調べる習慣 ○「家庭のルール」を決め，テレビやゲームの時
をつけさせます。 間を守らせます。（９ｔｏ７）

（３）対 話 （４）や る 気

○ニュースの出来事などを話題にしながら， ○お子さんの宿題やノートを見て，きれいに書け
社会への関心を持たせます。 ている所やがんばっている所を見つけて，「が

んばっているね！」と声かけをします。
○学校での出来事を話題にしながら， 学校
での様子に関心を持ち，お子さんの理解に ○「勉強をしなさい！」ではなく，「今日の計画
努めます。 は？」と聞き，自分で行動を促すようにします。

「継続は力なり」です。

地道に続けることが、主体的な学びを支える力になります。


